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現状 

●津波浸水は、用途地域内の広範囲に想定され、特
に、臼杵港からＪＲ臼杵駅や海辺地区では 3.0m
以上～5.0m 未満が想定 

●河川洪水は、用途地域内の広範囲に想定され、特
に、臼杵川、熊崎川、末広川の一部の地域では 3.0
～5.0m の浸水が想定 

●土砂災害（特別）警戒区域は、都市計画区域の縁
辺部に多く、用途地域内（臼杵公園周辺部や国道
217 号沿いなど）においても指定 

市民意向 

●災害の危険性があっても住み続けた
い方が約４割、災害の危険性がないま
たは少ないため住み続けたい方が約
３割、臼杵市内の安全な地域へ移り住
みたい方が約１割 

 
●災害時に安全に通行できる道路・橋の

整備や建築物の耐震化・不燃化など
様々な取組が必要とされている 

防災に関する課題 

 
継続して市街地に居住するための基盤整備 

避難を円滑化する道路ネットワークの形成 

●主要な幹線道路周辺に土砂災害警戒区域が指定されているほか、市街地には狭あい道路が多
く、市民から様々な防災対策が求められていることから、居住地の安全性や避難路の確保が
必要 

●臼杵市街地の大部分で津波や河川洪水の浸水が想定されている一方、住み続けたいと思う市
民も一定程度いることから、引き続き住み続けることができるよう防災・減災対策が必要 

方向性（必要な取組） 

地震・津波被害の抑制 洪水・土砂災害の防止 

避難の確保・円滑化 災害に強い住宅地の 
形成・体制の構築 
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現状 

●臼杵市街地では、令和 22 年に高齢化率が概ね
40%代になることが予測 

●用途地域内の地価は全体的に下落傾向にあり、特
に商業系の下落が大きい 

●医療・福祉施設は、主に用途地域内の幹線道路周
辺部に立地し、臼杵中心部などの災害の危険性が
高い場所にも立地 

●商業施設は、主に用途地域内の幹線道路沿道に立
地 

●行政・文化交流施設は臼杵中心部に立地 
●各商店街において売り上げ・店舗数ともに減少 
●主要な観光施設は臼杵中心部に集積し、観光客数

は近年において概ね横ばい傾向 

市民意向 

●臼杵中心部や徒歩圏内において、あり
続けてほしい施設や新たにできてほ
しい施設は、飲食店、コンビ二・商店、
スーパー・ドラッグストアなどの商業
施設等のニーズが明らかになった 

 
●健康・福祉分野は、「医療・保健・福

祉の連携」、「地域における子育て環
境の充実」などの必要度が高い 

都市機能に関する課題 

 
高齢化に対応する医療・福祉の充実 

商店街等の活性化や賑わいの創出 
賑わいの創出 

●臼杵中心部は、臼杵城の城下町、二王座等の観光資源を有する一方、かつての賑わいや魅力
が失われつつあり、魅力・回遊性を高め、商業・文化・歴史を中心とした活性化が必要 

●臼杵中心部では、医療・福祉施設は災害の危険性の高い場所にも立地していることから、安
全な施設配置の検討などが必要 

臼杵中心部における 
賑わいの創出に向けた 
都市機能の維持・誘導 

都市機能の維持 

方向性（必要な取組） 
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現状 

●人口集中地区（DID）内でも人口減少が進行 
●用途地域北部や南部において、特に人口減少が進

行することが予測 
●用途地域内の江無田地区や野田・市浜地区、ＪＲ

熊崎駅周辺において市街化が進行（建物用地が増
加傾向） 

●空き家は年々増加傾向にあり、臼杵中心部や海岸
沿いの漁村集落などに特に集積 

●都市計画道路（幹線街路）は、用途地域内におい
ても十分に整備されていない 

●公共下水道は、末広川以南の用途地域及びその周
辺で都市計画決定 

●公園は、野田地区や井村地区など用途地域内にお
いても誘致圏外の地区がある 

●歳出は民生費（福祉等に関連する費用）が増加 
●公共施設の更新費用は、今後増加する見込み 

市民意向 

●持続可能なまちづくりを積極的に進
めるべきと考えている市民が大半を
占めていることから、コンパクト・プ
ラス・ネットワークの考え方に基づ
き、将来都市構造等を検討することが
必要 

 
●自由意見では、道路の舗装等の整備が

望まれているため、対応が必要 
 
●産業・観光分野は、「雇用の確保・就

労支援」、「農林業の経営基盤強化と
担い手育成」で必要度が高い一方、満
足度が低い 

居住に関する課題 

 
既存の市街地における都市のスポンジ化対策 

コンパクト・プラス・ネットワークによる持続可能な都市経営 

●臼杵市街地では、人口の減少、空き家の増加等に対して、都市のスポンジ化対策などによる
居住環境の向上、市街地内の人口維持を図り、都市機能・公共交通を中心に高密度な居住地
を形成していくことが必要 

●用途地域内、集落部等において、利便性確保に向けた拠点づくり、財政縮小に対応した効率
的な社会基盤（道路・下水道・公園等）の整備等を進め、持続可能な都市経営に努めること
が必要 

人口維持に向けた 
定住促進・居住の確保 

首都圏からの 
UIJ ターン促進と 

働く場の創出 

方向性（必要な取組） 
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現状 

●県道臼杵停車場線から国道 502 号にかけてバス
の運行本数は多く交通の利便性が高い 

●用途地域北部や海岸沿い、野津地域の山間部にお
いてはバスの運行本数は少なく、交通の利便性が
低い 

●用途地域内の江無田地区や JR 熊崎駅北側は、公
共交通の利用圏外 

●路線バス、コミュニティバス共に、利用者数は減
少 

市民意向 

●公共交通の利用頻度は低くなってい
るほか、公共交通が不便な山間部や海
岸部の満足度が低いため、路線の維持
や自宅周辺の運行など地域住民のニ
ーズに対応することが必要 

 
●買い物や病院、銀行・郵便局などの日

常生活で必要となる施設までの公共
交通、現在の路線の維持、新たなサー
ビスに関するニーズなどに対応する
ことが必要 

 

ネットワークに関する課題 

 
都市機能・居住との連携による公共交通維持 

 

山間部・集落部等での拠点を中心とした利便性の確保 
 

●山間部・集落部では、急速に人口減少が進むため、現在の公共交通を維持することが困難で
あり、拠点を中心とした新たな交通体系や日常生活機能の集積を検討することが必要 

 

●公共交通の利用者の減少は、公共交通の撤退等につながるおそれがあり、都市機能・居住と
連動した公共交通の体制を構築し、維持に向けて取り組むことが必要 

持続可能な 
公共交通の実現 

野津市街地・地域生活拠
点を中心とした活性化 

方向性（必要な取組） 
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 コンパクト・プラス・ネットワークに向けた基本理念 

都市機能・公共交通の集約化と回遊、 

市民ニーズを踏まえた防災対策による 

快適で安全な市街地づくり 

都市機能  ネットワーク  

 防災   居住  
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